
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

No.131 

2022年１１月 

 

男女が共に参画し 多様な生き方が選択できる社会をめざして 

男性の育児休業取得のすすめ 
10月から『産後パパ育休制度』が本格的にはじまっています。 

育児の介護育休業法が改正され、今年 4月から育児休業を取りやすい企業の環境整備が義務化されたほか、

10月からは産後パパ育休制度（出生時育児休業）が新しく創設されています。 

男性も当たり前のように育児休業を取得して、子育てや家事に関わっていく社会づくりが求められています。 

 

 

 

 

 
18.5％  

男性育休取得促進キャンペーン 

～皆さんの職場でも育休を取りやすい環境づくりを～ 

 

 
新潟県女性財団では職場での男性の育休取得促進キャンペーンを

実施しています。男性育休の促進は、男女が共に働きやすく、仕事と 

家庭等が両立できる職場づくりのために不可欠です。皆さんの職場 

でも男性の育休取得の促進に取り組んでみませんか。  

出典：「新潟県賃金労働時間等実態調査」（新潟県） 

新しい「産後パパ育休制度」 

●応援ポスターを配付しています。 

ハッピ―・パートナー企業（新潟県男女共同参画推進企業）をはじめ、 

男性育休を応援していただける事業所に応援ポスターをお送りします。 

職場などへの掲示にご協力ください。 
  

●ハッピ―・パートナー企業（パパ・ママ子育て応援プラス認定）企業に 

なりませんか。（助成金など様々な支援があります。ご相談ください。） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＶ出演被害防止・救済法 
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トピックス 

毎年 11月 12日から 25日は「女性に対する暴力をなくす運動」 

期間です。シンボルカラーであるパープル（紫色）にちなんだキャン 

ペーンが全国各地で開催されます。 

今年度のテーマは昨年に引き続き「性暴力を、なくそう」。 

は、女性の人権を著しく侵害し、決して許されません。 

 

新潟ユニゾンプラザをパープルでライトアップします。 

 

「一人で悩まずに、まず相談」というメッセージを込めています。 

 

令和 4年度のテーマ 

 『性暴力を、なくそう』 

 

ジェンダー平等（女性の人権と個人の尊厳）を巡って ～2つの法律が成立しています。～ 

令和 4年度 女性に対する暴力をなくす運動 

～ユニゾンプラザをパープル（紫色）でライトアップ～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性財団では、中学・高校生を対象に理工系進路の魅力を知り、 

自分らしい生き方を考え、進路選択の幅を広げてもらうための理工系 

キャリア支援講座（出前講座）を実施しています 
 

学校などへ理工系分野で活躍している女性を女性財団が講師として派遣 

します。講師費用の負担はありません。お気軽にご相談ください。 

 

 

 未就労女性のオンラインスキルアップ事業～「働きたいけど、ブランクがあって不安…」と感じている女性の方へ～ 
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財団事業紹介 

中学・高校生向け 

女性講師による理工系キャリア支援講座（出前講座） 

お問い合わせ 知事政策局 政策企画課 男女平等・共同参画推進室（県庁３階） 

TEL 025-280-5787  FAX 025-280-5507 E-mail ngt000160@pref.niigata.lg.jp 

性別による差別、家庭、しごと、生き方、暴力など様々な相談に 

応じています。 

来所相談は原則予約制です 

０２５－２８５－６６０５ T E L 

月～金 １１：００～１２：３０ 

１３：４０～１７：３０ 

土 １０：００～１２：３０ 

１３：４０～１６：３０ 

※日曜日、祝日と 12月 29日～1月 3日はお休みです。 

 

 

新潟ユニゾンプラザ ３階 場 所 

a 

SNSによるチャット相談を 

はじめました。 

どうぞお気軽にご利用ください。 

 

 

相談チャットは 

右記のQRコードから 

SNSチャット 

相談は月曜、水曜、 

土曜です。 

新潟県男女平等推進相談室 から 

県では、主に子育てなどの理由により長期間働いていない女性を対象に、「企業の今がわかる！おしごと

説明会＆相談会」（企業セミナー）及び「ITスキルアップ講座 Ofiiceソフト基礎」を開催します。 

また仕事を始めたいと思っている方、お仕事探しの選択肢を広げてみませんか。（参加費無料） 

新潟県からのお知らせ 

オンラインで企業の 

話を聞くことができ、 

労働環境、多様な 

働き方の「今」が 

わかります。 

企業の今がわかる！おしごと説明会＆相談会 

こちらから

仕事で使える 

W o r d・ E x c e l の 

基礎を学んで再就職・ 

 

みませんか。 

ＩＴスキルアップ講座 Officeソフト基礎 

こちらから

https://ms-academy.co.jp/r4_online-skillup-seminar/
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編集・発行  

公益財団法人 新潟県女性財団 

  

 

●電話     025-285-6610 

●fax     ０25-285-6630 

●メール    npwf@npwf.jp 

● ://npwf.jp 

●   新潟県女性財団 

●twitter  @npwfniigata HP FB twitter 

【編集後記】 育休をとっていた頃からずっと、

娘の髪を結ぶことに挑戦しています。慣れないこ

とで、最初は大苦戦。妻にダメ出しをされつつも、

最近ようやく上達してきたと感じています。今で

は三つ編みもお団子もお手の物で、他愛もない話

をしながら髪を結び、今日の髪形について談義

（最近の娘のブームはプリキュアの髪型）する、

とても楽しい時間になりました。（寺の三男坊） 

当協会は、介護支援専門員の専門的技能の研鑽や資質向上を

図ることを目的として活動しています。 

また、行政や他職能団体と連携、協働、提案することで、働き

やすい環境づくりやその社会的地位の向上を目指しています。 

協会では、主任介護支援専門員研修、施設介護支援専門員

研修、災害対応研修など様々な研修を企画し、実施しています。 

また、新潟県から法定研修の実施機関として指定を受け、

介護支援専門員の研修を実施しており、毎年度約 1,600～

1,700人が受講を修了しています。 

今後も介護支援専門員の職能団体として、日々の変化に 

対応していきながら活動を続けていきます。 

 

タイトル 「夫が知らない家事リスト」 

著者 野々村 友紀子   発行 双葉社 

 

 

辛口文章と、ゆるっと笑えるイラストで綴るエッセイです。 

家事を「見える化」し、夫と家事リストを共有できれば、 

家事シェアも進むかもしれません。 

これから、育休をとろうとする新米パパさんにも 

是非手にとっていただきたい１冊です。 

 

 

 

【お問合せ先】 〒950-0994 新潟市中央区上所２-２-２ 新潟ユニゾンプラザ 3F 

TEL 025-281-5616 FAX 025-282-5151 https://www.caremanager-niigata.com/ 

会 員 情 報 

ジェンダーや自分らしい生き方など、考えるきっかけに。 図 書 紹 介 

介護支援専門員（ケアマネージャー）とは 


